
 

 

 

  

 

                         

 当たり前のことを当たり前に 
                               校長 藤田 由江 

朝がくると 

逃げる２月が終わり、去る３月を迎えます。年度の最終月である３月は、子どもたちに

とって、とても大切な日々です。３月の気持ちのもちようと過ごし方が、次年度のスター

トの良し悪しを大きく左右します。 

「『当たり前のことを当たり前にできているか』『当たり前のことを当たり前にできるこ

とに、感謝の気持ちをもって生活しているか』と、朝が来るたびに自分に問いかけ、当た

り前の登校準備を当たり前にして、感謝の気持ちでぽかぽかになった心で、にこにこ笑顔

で登校してきてほしい。今日、当たり前のことを当たり前にすることが、自分の可能性の

発揮につながることを、みんなの明るい未来につながることを実感してほしい。」、そんな

願いを込めて、「朝がくると」という詩を校長室前に掲示しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月の朝 

３月、朝が来ると、職員の胸には「６年生が巣立つ日まで、あと何日」、そんな気持ちが

よぎります。気持ちを奮い立たせ、当たり前のように出勤して、当たり前のように笑顔で

子どもと向き合います。私も、なわとび大会で、６年生が下級生の背中を優しくおして縄

に向かわせる姿に、「きっと立派な中学生になるだろうな」と心をときめかせ、寂しさを紛

らわせています。みなさんの３月の朝は、いかがでしょうか。 
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たのしい新井北小学校 100 年目の実り 

児童会行事で盛り上がる栗の実っ子 

「春を呼ぶ会」 
  ２月３日（金）５限に、「春を呼ぶ会」が行われま

した。ちょうど次の日は立春。なかよし班で、一人一

人が今年度を振り返り、「がんばったことや思い出」

をかるたにして、読み札と取り札を持ち寄り、楽しみ

ました。その中の一首から・・・ 

○矢代川 魚や貝を つかまえた 

○あったかい 黄金の湯は 真っ白い 

○百年目 劇と金管 猛練習 

それぞれの札から、今年度、子どもたちがいろいろ

なことを学び、感動したことが分かります。 

会のまとめは、恒例の豆まき。酉年の子どもたちが

願いを込めて豆をまきました。全校の子どもたちが、

自分の年以上に豆を拾って、大喜びの表情でした。 

 

「なわとび大会」 

  ２月２３日（木）、３、４限は「なわとび大会」。 

２月８日に実施する予定でしたが、インフルエンザの 

ため、２週間延期して行われました。「一人でジャン                

プ」、「学年部８の字ジャンプ」、「なかよし班８の字ジ

ャンプ」の順に競技が行われました。 

 「一人でジャンプ」は、一人一人が技を選び、挑戦し

ました。体育や休み時間に練習してきた成果が出せるよ

うに頑張りました。「学年部８の字ジャンプ」は、学年

が赤白に分かれて行いました。縄を回す速さやリズムを

チームで調整しながら、記録が伸びるよう取り組みまし

た。「なかよし班８の字ジャンプ」は、１年生から６年

生が、それぞれの仲間を思いやりながら練習してきまし

た。来校したおうちの方から応援もいただき、一人一人の頑張りと仲間との協力の成果

が表れた、よい大会となりました。 

 

「第２回児童総会」 

  ２月２４日（金）は、第２回児童総会。 

「児童総会」は、児童会活動の中心である委員会活動の 

 計画や反省について全校で話し合うために、今年度か 

らスタートした活動です。 



 今回は、各委員会の１年間の活動の反省等について、委員

長が説明し、全校児童が質問や意見を述べました。低学年も

積極的に意見を述べる姿、質問に丁寧に答える委員長の姿か

ら、児童会活動をよりよくしていこうとする意欲が伝わって

きました。会の終わりに、６年生のリーダーから５年生の代

表に、ファイル等が引き継がれ、５年の馬場慎平さんが代表

して、力強く決意表明を行いました。 

３月９日には、５年生による「６年生を送る会」が企画されています。 

 

中学年スキー授業 
 

中学年スキー授業を、予定通り２月１７日（金）、池の平温泉スキー場で実施しました。 

子どもたちのスキー技術は、時間が経つにつれてぐんぐん上達していきました。途中、

あいにくの雨天となりましたが、参加者全員、けがや事故もなく、安全に全日程を行うこ

とができ、よいスキー授業となりました。これも、ご多用のところ、お力添えをいただい

た、保護者ボランティアの皆様と２名の地域ボランティアの皆様のおかげです。ありがと

うございました。 

 

移行学級 
 

 ２月１６日（木）、来年度入学予定園児と保護者の

皆様を対象に、移行学級を行いました。 

 保護者の皆様を対象に実施した全体会では、妙高市

教育委員会こども教育課指導主事 遠藤和英 様か

ら「メディアとの付き合い方」ついて、北っ子クラブ

代表 太田咲子 様からは「放課後児童クラブについ

て」お話いただきました。また、学校職員が、入学ま

での準備や学校での学びについて説明を行いました。 

 入学予定園児は、１年生、５年生児童と交流活動を行いました。ゲームやお絵かきなど、

１年生や５年生がやさしくお世話しながら一緒に活動しました。新入生は、「楽しかっ

た！」と、口々におうちの方に伝えていました。１年生は、一番歳の近いお兄さん、お姉

さんとして、５年生は、次年度の最高学年として、園児に接していました。園児の皆さん

も、４月から始まる学校生活に楽しみと期待をもつことができたことでしょう。 

なお、来年度の入学式は、４月７日（金）に行われます。 



ＰＴＡ専門部反省会、ＰＴＡ新旧引き継ぎ会 

ありがとうございました  

 

２月８日（水）にはＰＴＡ専門部反省会、２１日（火）にはＰＴＡ新旧引き継ぎ会が行

われ、３月９日のＰＴＡ総会をもって、今年度のＰＴＡ活動が予定通り終了を迎えます。

これまで、ＰＴＡ活動をとおして新井北小学校の教育活動にご理解とご支援をいただき、

ありがとうございました。また、今年度で新井北小学校のＰＴＡ会員を卒業される皆様、

これまでご支援いただきありがとうございました。今後も校区民として、引き続きご支援

をお願いいたします。 

平成２９年度新役員予定の皆様、どうぞよろしくお願いいたします。初めての方もいら

っしゃると思いますが、部員の皆様同士で声をかけ合い、助け合いながら、それぞれのＰ

ＴＡ活動を支えていただきますよう、お願いいたします。 

 

☆ 輝く成果 ☆ 

【新潟県ジュニア美術展覧会】 

奨励賞 １年 泉  徹平  大橋  亮 

    ２年 東本  爽  皆川  翠 

６年 関根 稚瀬 

 

【新潟県児童生徒絵画･版画コンクール】 

絵画の部 特選 ６年 石川 穂夏 

版画の部 特選 １年 長﨑 あん 

２年 山川みのり  

５年 中田  葵  宮崎 拓斗 

 

【新潟県硬筆書き初め大会】 

新潟県書道教育研究会賞 １年 朝山 詩穂 

準特選 ２年 深石 茉央 

３月の主な予定 
 

１（水） 委員会新旧引き継ぎ 

７（火） なかよし班遊び 

８（水） ６年生新井中体験入学 

９（木） ６年生を送る会  

ＰＴＡ年度末総会 

学級懇談会 

１０（金） ベルマークの日  

卒業式練習①  

 １３（月） 地区子ども会 

１４（火） 給食後下校 

１５（水） 卒業式練習② 

１７（金） 卒業式練習③ 

２２（水） 給食最終  

２３（木） ３学期終業式  

２４（金） 卒業式  

２７（月） 離任式 

２８（火） 会計監査 


